

































いるものが多い（Chulacheep 2010；Storey 2013; Jiranuwat & Tai 2013; Buszynski 
1982; Narumit 1984）。あるいは、外交の視点からタイとカンボジア問題にアプロー





















を展開した。1977年 10月にクリエンサック・チャマナン内閣（在任 1977年 11月
11日～1980年 3月 3日）が誕生し、それに続いて 1980年 3月にプレーム・ティン
1　当時のタイ人は中国や対中関係に対し、どれくらい理解していたか、どのようなイメージを持っていたの
かを明らかにする世論調査である。調査方法は、アンケート調査とインタービュー。調査対象は、一般市民
2,859人（学生を含む）、官僚 128人。調査実施期間は、1977年 10月 20日－ 31日。Sathaban Wichai 





































January 1979, p. 1）。6月、クリエンサック首相はベトナムのグエン・コ・タク外務
次官と会談し、タイとベトナムは国境を接しておらず、両国ともお互いに侵略する意


























Sapdawichan, 25 February 1979, pp. 11-12）。そして、「ベトナムが中国の国境を攪
乱したため、中国は反撃に出たまでである」と中国の行為の正当性を主張した文章









































助の停止を要請する（Khien 1983, p. 37）。
　カンボジアが侵攻された後、崩壊したクメール・ルージュ指導部と反ベトナム勢力
は、タイ・カンボジアの国境にある難民キャンプに進入した。ベトナムは難民キャン







なった。政府の統計によると 1980年 12月 26日現在、タイにおけるインドシナから
















3　Ornanong （1998）は 1981年～1985年の間の重要な攻撃的作戦を 12回にまとめた。① 1981年 1月、プラ
チンブリ県、② 1982年 2月、チャンタブリ県、③ 1983年 1月、プラチンブリ県、④ 1983年 3月～4月、プ
ラチンブリ県、⑤ 1984年 3月 26日、シーサケート県、⑥ 1984年 4月、（当時の）プラチンブリ県、⑦ 1985
年 11月、スリン県、⑧ 1984年末～1985年始、国境のほぼ全線、⑨ 1985年 2月～3月、ブリーラム県、⑩













① プル要因 : 政府による政治攻勢
　前述のように、1976年の 10月 6日事件直後、大量の大学生が森に入り、タイ共



































































（Narumit 1984, p. 12; Matichon Sutsapda, 14 June 1981, p. 33.）。ベトナムの侵攻に
対して、タイ共産党は当初 6ヶ月間の沈黙を保ったが、1979年 6月上旬にタイ人民
の声を通して、ソ連を批判した（Matichon, 10 June 1979, p.12）。タイ共産党は、中
国支持、ソ連・ベトナム・ラオス・ヘンサムリン政権批判というスタンスを取ること
が明らかになった（Khao Thai Nikon, 24 September 1979, p.11）。タイ共産党のこの
選択は、党内の亀裂とインドシナ諸国の共産党との対立をもたらし、ラオスとベトナ









た（平塚 1983、p. 250）。共産党員の戦闘員が、最大時の 1978年の 12,000人から（竹
下 1984、p. 243）、1981年の 8,080人、1985年には 625人にまで急減した（Surachart 
1987a, p. 43）。「タイ人民の声」の放送が停止され、インドシナからの援助が中断さ
れたことにより、共産党内の亀裂が拡大した。援助を失ったタイ共産党は、「水を失っ











































①シリントーン王女（ラーマ 9世の次女） 1981年 5月、1990年 4月、1991年 3月
②ナラーティワートラーチャナカリン王女
（ラーマ 8世、ラーマ 9世の姉）
1985年 5月、1985年 12月、1987年 4月
③ワチラロンコン皇太子（現在のラーマ 10世） 1987年 2月、1988年 7月
④チュラーポーン王女（ラーマ 9世の三女） 1988年 12月
2）政府指導者
①首相―クリエンサック・チャナマン 1978年 3月末～4月初
②首相―プレーム・ティンスーラーノン 1980年 10月、1982年 11月





⑧副首相―チャートチャーイ・チュンハワン 1986年 9月、1987年 10月
⑨副首相―ポン・サーラシン 1987年 6月
















































③中国全国政治協会副主席― 正操 1986年 3月
④全国人民代表大会常務委員会副委員長荣毅仁 1987年 2月
4）軍部
①中国人民解放軍参謀長―楊得志 1983年 1月末～2月初、1987年 1月
②中国人民解放軍参謀長―遅浩田 1989年 8月
③中国国防相―秦基偉 1989年 1月、1990年 3月
④副総参謀長―王尚栄 1979年 12月






４．第 3 期：武器援助と軍事関係の緊密化（1985 年〜1989 年）
　1985年に入ってから、タイ中関係は軍事協力の面でも大きな進展が見られた。同
年 3月に、傅継沢中国海軍副司令官がタイを訪問し、軍用艦船の相互寄港を含めた























































1986 ・ロメオ型潜水艦 3台 

























































らは我々に対して非常に誠意を持っていることである」（Department of Information, 





























えば、中国との国交正常化 10周年を迎えた 1985年 6月 28日、外務省が起草したプ
レーム首相のメディアのインタビューに対する回答案のなかで、中国のタイ共産党
への支援停止について、「タイ共産主義勢力に対して中国が支援を停止することを、
タイは重要視している。これは誠意の証明である」と賞賛した（Department of East 















（Sayamrat Sapdawichan, 28 September1980, p.14）。「中国はタイの側に立つと約束
してくれた。（中略）中国は政治、外交の面でタイを支持しただけでなく、軍事力で







1年も経たない 1980年 6月 23日に、ベトナムがタイに侵攻した。プレーム首相は
ベトナムの侵攻に対して、次のように語った。「タイは［ベトナムに対して（筆者
注）］一貫して誠意を示している。したがって、ベトナムが強硬な態度を示しても、
我々は恐れる必要はない」（Sayamrat Sapdawichan 14 June 1981, p. 15）。1980年
6月 29日付の『Sayamrat Sapdawichan』は「ベトナムは約束を覆すため、戦争を
発動した」という文章を掲載し、ベトナムの「誠意」のなさを批判した（Sayamrat 
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